
再発見のミラノと
感動のシチリア
2019年エルがナビゲートするのは、定番ミラノと魅惑の島シチリア！  ミラノではクリエイターが教える地元の

とっておきアドレスを公開。そして文化の交差点シチリアでは、知られざる町で歴史とグルメのヴァカンスを。

何度でも行きたくなるイタリアの「最新形」を楽しむ旅へ――Buon Viaggio！
Photo  F R A N K I E  V A U G H A N ( P . 8 4 - 9 1 ) , M A S S I M I L I A N O  B O N A T T I ( P . 9 2 - 1 1 7 )  

Coordination  K I Y O E  S A K A M O T O , S H I H O  S A S A K I / S T U D I O  S A K A M O T O ( P . 8 4 - 9 1 ) ,  
M I C I Y O  Y A M A D A ( P . 9 2 - 1 1 7 )   Illustration  M A S A M I / B u i l d i n g    Map M O R I S O N
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Stylish Restaurants
サローネが象徴するデザイン都市ミラノならでは ！有名建築家が手掛けたインテリアと

料理界の巨匠が腕を振るうグルメ、その両方が楽しめるニューオープンをご紹介。

究極のグルメ＆インテリアを堪能する究極のグルメ＆インテリアを堪能する

y

Piazza Risorgimento Angolo Via Carlo Poerio 2/AntoPiazza Risorgimento Angolo Via Carlo Poerio 2/AAngolo Via Carlo Poerio 2/A
☎☎02.70005309
pp8:00~15:30、18:30~24:00 8:30~24:008:00~15:30、18:30~24:00 （日はランチのみ）
㊡月   http://www.filippolamantia.com ww.filippolamantia.com   http://www.filippolamantia.com MAP A  B-2

シチリアのタイルを使ったシチリアのタイルを使った
モダンデザインの空間モダンデザインの空間

FILIPPO LA MANTIA
フィリッポ・ラ・マンティア（リゾルジメント広場）ィリッポ・ラ・マンティア（リゾルジメント広場）

パレルモ出身のオーナーシェフ、フィリッポ・パレルモ出身のオーナーシェフ、フィリッポ・

ラ・マンティア氏のリビングに招かれたような、・マンティア氏のリビングに招かれたような、

居心地の良い洗練されたデザイン空間。内居心地の良い洗練されたデザイン空間。内

装は、イタリアの建築とデザインの大御所ピ装は、イタリアの建築とデザインの大御所ピ

エロ・リッソーニ。マンティア氏が愛する写真ロ・リッソーニ。マンティア氏が愛する写真エロ・リッソーニ。マンティア氏が愛する写真

と音楽、そしてバイクをインスピレーションに、楽、そしてバイクをインスピレーションに、と音楽、そしてバイクをインスピレーションに、

彼の出身地シチリアのカルタジローネ産タイ身地シチリアのカルタジローネ産タイ彼の出身地シチリアのカルタジローネ産タイ

ルをぜいたくに使って表現した。２階建てでたくに使って表現した。２階建てでルをぜいたくに使って表現した。２階建てで

総面積1800㎡というスペースは、1階が早00㎡というスペースは、1階が早総面積1800㎡というスペースは、1階が早

朝から深夜まで営業するカフェとバール、２まで営業するカフェとバール、２朝から深夜まで営業するカフェとバール、２

階がオープンキッチンのシチリアン・レストラキッチンのシチリアン・レストラ階がオープンキッチンのシチリアン・レストラ

ンになっており、一日中楽しめる。、一日中楽しめる。ンになっており、一日中楽しめる。

ミラノ北東部ブリアンツァ出身の

建築家でプロダクトデザイナー。

あらゆるデザイン活動において世

界中で活躍。彼が手掛けたすべ

てのデザインには、「本質的でシ

ンンプルなデザイン」というポリシー

が貫かれている。

ピエロ・リッソー二

Piero Lissoni

Monte Napoleone 23 ☎02.87213553
p10:00~19:30（土~20:00） ㊡日
www.baccarat.it/it/boutique-milano-baccarat/ 
MAP A  B-2

バカラの食器でいただく
至福のアペリティーボ

BACCARAT BOUTIQUE 
BBAR LOUNGE
バカラ・ブティック・ビー・バー・ラウンジ

（モンテナポレオーネ）

今年のサローネ期間中にバカラが世界に先

駆けてミラノにオープンした、ブティックを併

設したラウンジ・バー。歴史的な建物が並ぶ

モンテナポレオーネ通りから中庭へ一歩踏

み入れると、目の前にきらめくバカラの世界

が広がる。バカラクリスタルの食器やオブ

ジェのコレクションに加えて、ビンテージのカ

トラリーやティーポットも飾られ、まるでバカラ

ミュージアムのよう。しかもオリジナルカクテ

ルや洗練された料理は、もちろんバカラクリ

スタルを使ったテーブルアートでサービスされ

る。最高にぜいたくな時間を過ごせそう。

1 モンテナポレオーネ通りに面しており、入る

とすぐカウンターが。 2 ナスとズッキーニのモッ
ツァレラ重ね焼き €18。 3 新作グラスに入っ
たカクテル「スーパーナルシス」はアペロール

とウオッカがベース 。€15  4 バカラのシャン
デリアがきらめくインテリア。

1 現代的なデザインとシチリアの伝

統がエレガントに調和する空間。カ

フェ＆バールは終日オープン。 2 マ
ザーラ産赤エビのタルタルをのせたリ

ングイネのピスタチオソース 。€24    
3 シチリアの代表的なスイーツ、カッ

サータがドレスアップ。€16  4 ナス
とオリーブのカポナータ。 €18
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Piazza della Scala 6   ☎02.40701935
p11:30~15:00、 19:00~23:00 ㊡日
カフェテリアは8:00~20:00 （木曜~22:30） 無休
http://www.voceaimoenadia.com MAP A  B-2

巨匠デ・ルッキが手掛けた
美術館にあるレストラン

VOCE AIMO E NADIA
ヴォーチェ・アイモ・エ・ナディア（スカラ座広場）

スカラ座の正面にあるため“声”という意味の

「ヴォーチェ」を店名に冠した。ミラノの二つ

星レストラン「アイモ・エ・ナディア」が運営し

ているので、味は折り紙付き。グルメと芸術、

そしてデザインが融合した新名所だ。1872

年に建てられたブレンターニ宮殿の一部を、

イタリア建築界の巨匠ミケーレ・デ・ルッキが

近代美術館ガッレリア・デ・イタリアに改装。

レストランは美術館とガラスで仕切られ、食

事をしながら展示作品を見ることができる。

宮殿の広 と々した空間は開放感たっぷり。

Milano Citylife Shopping District Piazza Tre Torri 
☎02.48029431 p9:00~23:00 ㊡無休
http://attimi-heinzbeck.it 
MAP A  A-1

スターシェフの料理を
カジュアルな空間で味わう

ATTIMI 
BY HEINZ BECK
アッティミ・バイ・ハインツ・ベック（シティライフ内）

ローマの三つ星レストラン「ラ・ペルゴラ」の

スターシェフ、ハインツ・ベックが満を持してミ

ラノに出店したことで話題に。オールデーダ

イニングながら、トップクオリティーの料理が

食べられる。朝はグルメなブリオッシュとコー

ヒー、ランチタイムはビストロでおなかのすき

具合に合わせて選べ、ディナーはハインツ・

ベックの料理を本格的に味わえる。グレーを

基調にしたシックなデザインを手掛けたのは、

建築家ファビオ・ノベンブレ。新しいショッピ

ングモール、シティライフ内にあるので、お買

いものの合間に立ち寄ってみて。

イタリア、フェラーラ出身の建築

家でデザイナー。イタリアを代表

する建築家として2015年ミラノ

万博のイタリア館、世界中の

ミュージアム、文化施設、橋や省

庁の建築、また幅広いプロダクト

のデザインを手掛ける。

ミケーレ・デ・ルッキ

Michele  de Lucchi

1 タコのソテーと白身魚のゼラチンと紫芋の
チップス添え。€22  2 グレーを基調にした

エレガントなビストロ部分は、建築家ファビオ・

ノベンブレが手掛けた。 3 バーカウンターで
は、カプチーノなどのドリンクと、ブリオッシュ

やパニーニなどの軽食がサービスされる。 4 
ブラータを包み込んだラビオリ。€17

1 コントロフィレット・ステーキにソテーしたレタスとマッシュ
ポテト添え。€32  2 水牛のリコッタチーズを詰めた自

家製トルテッリ、赤エビと24カ月熟成のパルミジャーノ

添え €24。 3 エントランスにはバーカウンターが。 4 
ブレンターニ宮殿内にあるので、天井は6ｍ以上。
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Via Alessandro Manzoni 5
☎ 02.89094348
p12:00~15:00, 18:30~23:30 ㊡日
https://www.themanzoni.com
MAP A  B-2

トム・ディクソンのデザインと
地中海料理のマリアージュ

THE MANZONI
ザ・マンゾーニ（スカラ座広場）

インテリアデザインを実際に使って体感して

ほしい、という建築家トム・ディクソンの思い

を実現させるべく、ショールームを兼ねたレス

トランが今年5月にオープン。新作が並ぶス

タジオのような空間で、クオリティーの高い

料理が味わえるというぜいたくさ。グルメな

ディクソンが選んだ料理は、ローマ料理を

ベースにした地中海スタイル。素材の味を引

き出すスパイス使いが特徴だ。ライトグレー

の大理石や新作の照明「オパール」など、イ

ンテリアデコレーションの妙も必見。

Piazza San Marco 6
☎02.38316453
p18:30~23:00 （土18:00~23:30） ㊡日

https://www.facebook.com/clotildebrera 
MAP A  B-2

サン・マルコ教会を眺めて
幸福なアペリティーボを

CLOTILDE BRERA
クロティルデ・ブレラ（サン・マルコ広場）

1200年代に建てられた、ブレラ地区のハー

トと称されるサン・マルコ教会前にオープンし

たレストラン。ビンテージとコンテンポラリーを

融合させて、大理石と真ちゅう、木材を組み

合わせて1950年代のミラノのインテリアを

再現した。モダンにアレンジされたミラノ伝統

料理と、バリエーション豊富なオリジナルカク

テルとの組み合わせが魅力。アペリティーボ

の時間は、仕事帰りのおしゃれなミラネーゼ

たちでいっぱい。2階のテラス席は、教会が

目の前に見える抜群のロケーション。天気

のいい日は、ぜひテラス席を予約して。

ロンドンをベースに活動するプロ

ダクトデザイナー。伝統的なクラ

シックと力強いコンテンポラリーを

融合させた革命的なデザインで、

イギリスのインテリア産業の花形

として知られる。2000年には大

英勲章を受章。

トム・ディクソン

Tom Dixon

11 マグロのタルタル、グアカモレとストラマグロのタルタル、グアカモレとストラ1 マグロのタルタル、グアカモレとストラ

チャテッラをのせたタコス。€18  2 カリッ

とソテーされたタコのマッシュポテト添え。

€22  3 店内はショールームを兼ね、ト

ム・ディクソンの世界が広がる。 4 天井

から下がる照明は、球体が特徴的な新

作オパール。テーブルは大理石で新作

チェアのファットをコーディネート。店はマ

ンゾーニ通りに面している。

1  クラシックなリゾット・ミラネーゼ €15。 2 
牛タンのグリーンソース€17 。 3 楕円形の

カウンターとブラック＆ホワイトの大理石の床

がアイコニック 。 4 メスカルをベースにピン

クグレープフルーツ、カルダモンをアクセント

にしたノブレス・オブリージュは小皿付きで 

€10（左）。ナスのテリーヌ、トマトコンフィと

タペナード、ストラッチャテッラ添え。€16
43
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